
うみ ぜろいちの、けいろあんないです。 
うみ ぜろいちは、もんぜんなかちょうと、と

うきょうてれぽーとえきまえを、むすぶろせん

で、とちゅう、とよすえきまえ、ありあけてに

すのもりを、けいゆします。 
 
うんこうぱたーんには、もんぜんなかちょうか

ら、とうきょうてれぽーとえきまえいきの、ほ

かに、ありあけいっちょうめどまりが、ありま

す。 
また、だいばにちょうめから、とうきょうてれ

ぽーとえきまえまで、ちょくつうする、びんが、

あります。 
 
もんぜんなかちょうから、とうきょうてれぽー

とえきまえまでの、ていりゅうじょは、もんぜ

んなかちょう、えっちゅうじま、とうきょうか

いようだいがくえっちゅうじまこうしゃまえ、



とりつさんしょうまえ、はまぞのばし、しおは

まいっちょうめ、えだがわ、とよすよんちょう

め、とよすえきまえ、ふかがわごちゅうまえ、

しののめばしこうさてん、しののめいっちょう

め、ふかがわしゃこいりぐち、しののめみやこ

ばし、みやこばしじゅうたくまえ、ありあけし

ょうちゅうがっこうまえ、かえつがくえんにし、

ありあけにちょうめ、ありあけてにすのもり、

ありあけいっちょうめ、おだいばかいひんこう

えんえきまえ、だいばにちょうめ、ふじてれび

まえ、だいばえきまえ、とうきょうこくさいく

るーずたーみなるえきまえ、にほんかがくみら

いかんまえ、とうきょうこうわんごうどうちょ

うしゃまえ、てれこむせんたーえきまえ、とう

きょうてれぽーとえきまえと、なります。 
 
おりかえしの、とうきょうてれぽーとえきまえ

から、もんぜんなかちょうまでの、ていりゅう



じょは、とうきょうてれぽーとえきまえ、てれ

こむせんたーえきまえ、とうきょうこうわんご

うどうちょうしゃまえ、にほんかがくみらいか

んまえ、とうきょうこくさいくるーずたーみな

るえきまえ、しおかぜこうえんいりぐち、だい

ばえきまえ、ふじてれびまえ、だいばにちょう

め、おだいばかいひんこうえんえきまえ、あり

あけいっちょうめ、ありあけてにすのもり、あ

りあけころしあむまえ、ありあけにちょうめ、

ありあけしょうちゅうがっこうまえ、みやこば

しじゅうたくまえ、しののめみやこばし、ふか

がわしゃこいりぐち、しののめいっちょうめ、

しののめばしこうさてん、ふかがわごちゅうま

え、とよすえきまえ、とよすよんちょうめ、え

だがわ、しおはまいっちょうめ、はまぞのはし、

とりつさんしょうまえ、とうきょうかいようだ

いがくえっちゅうじまこうしゃまえ、えっちゅ

うじま、もんぜんなかちょうと、なります。 



 
いじょうで、うみ ぜろいちの、けいろあんな

いを、おわります。 
 
しょうさいな、けいろについては、とえいこう

つう おきゃくさませんたーへ、おといあわせ

ください。 
でんわでのおといあわせは、とえいこうつう 

おきゃくさませんたー でんわばんごう、ぜろ 

さん、、さん はち いち ろく、、ごー なな 

ぜろ ぜろ です。 


